
水素を熱源とした脱炭素エネルギーネットワーク「やまなしモデル」技術開発事業の開

始について 

 ２０２２年３月２日 
山 梨 県 
東京電力エナジーパートナー株式会社 
株 式 会 社 巴 商 会 
Ｕ Ｃ Ｃ 上 島 珈 琲 株 式 会 社 
東 レ 株 式 会 社 

山梨県（県庁：山梨県甲府市、知事：長崎
な が さ き

幸太郎
こ う た ろ う

）、東京電力エナジーパートナー株式

会社(本社：東京都中央区、代表取締役社長：秋本
あ き も と

展
の ぶ

秀
ひ で

、以下「東京電力ＥＰ」という。）、

株式会社巴商会（本社：東京都大田区、代表取締役社長：深尾
ふ か お

定男
さ だ お

、以下「巴商会」とい

う。）、ＵＣＣ上島珈琲株式会社（本社：兵庫県神戸市、代表取締役社長:朝田文彦
あ さ だ ふ み ひ こ

、以

下「ＵＣＣ」という。）及び東レ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：日覺
に っ か く

昭
あ き ひ ろ

、以下「東レ」という。）は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機

構（ＮＥＤＯ）の助成事業（※）の採択を受け、新たに小規模パッケージ化したＰ２Ｇシ

ステムを開発し、電化が困難な産業部門等の脱炭素化を目指す事業を開始しました。 

Ｐ２Ｇシステムは、再生可能エネルギー等由来の電力を活用し、水を電気分解し水素

を製造する技術であり、カーボンニュートラル社会の実現に向け、再生可能エネルギー

の導入拡大と温室効果ガスの削減において世界的に期待されており、２０２１年６月か

らは、山梨県内でＰ２Ｇシステムでグリーン水素を製造し、工場やスーパーマーケット

で利用する社会実証も行っているところです。 

今回の事業では、２０２１年度から２０２５年度までの５年間で、「５００ｋＷワン

パックＰＥＭ（固体高分子）形Ｐ２Ｇシステムを開発し、国内の複数地点に導入」、「水

素エネルギーの利用拡大を見据え、大容量輸送技術手段の確立に向けた次世代カードル・

トレーラーを開発」、「既存インフラと水素エネルギーを最大限活用した脱炭素グラン

ドマスター工場のモデル化」及び「コーヒーの焙煎など難易度の高い水素利用の技術を

通じて、食品加工分野の脱炭素化の推進」に取り組みます。 

山梨県、東京電力ＥＰ、巴商会、ＵＣＣ及び東レの５者は相互に連携し、山梨県等が

進めてきたＰ２Ｇシステムの開発成果を、水素を熱源とした脱炭素エネルギーネットワ

ーク「やまなしモデル」として更に発展させ、新たな水素の利用モデルを開拓すること

により、化石燃料の利用から水素エネルギーへの転換を推進し、カーボンニュートラル

社会の実現に貢献して参ります。 

（※）「水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発」における「地域モデル構

築技術開発事業」（２０２１年１２月採択決定） 

 



 

＜本発表内容に関するお問い合わせ先＞ 

山梨県 
東京電力ＥＰ 
巴商会 
ＵＣＣ 
 
東レ 

企業局電気課新エネルギーシステム推進室 
業務統括室広報企画グループ 
水素エネルギー事業推進部水素・環境推進課 
ＵＣＣホールディングス株式会社コーポレー
トコミュニケーション室 
広報室 

TEL：055-234-5268（直通） 
TEL：050-3116-3147(直通) 
TEL：03-3734-0511（直通） 
TEL：078-304-8813（直通） 
 
TEL：03-3245-5179（直通） 


